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【定着状況についての概要】                

 正答率の結果を見ると、全学年とも目標値、区内平均、全国平均を上回って
いる。 

 

【具体的な課題とその原因】   
第４学年のカテゴリー別正答率をみると、解答形式の「記述」の区分にお

いて、区平均、全国平均を下回った。 
 
〈第４学年 記述〉校内平均正答率…38.7％ 

区平均正答率……46.4％ 
全国平均正答率…42.7％ 

 
  第５学年、第６学年の「記述」の区分は区平均、全国平均を上回ったもの

の、他の区分に比べると、正答率が下がっている。 
 
〈第５学年〉選択…69.2％     〈第６学年〉選択…71.7％ 

短答…52.8％           短答…63.7％ 
記述…42.3％           記述…50.3％ 

 
 記述の正答率が低い主な原因として、 
 ①実験結果やグラフから「根拠」を言語化する経験が不足していること 
 ②教科と日常生活との結び付きが弱く、事象をイメージしにくいこと 
 
 の２点が考えられる。 
 

【解決のための方策】 

①「根拠」を言語化する機会の設定 
各グループで行った観察や実験結果を基に、自力解決をする時間を確

保する。ノートやタブレットを活用し、考えを表現し合う場を設定する。
その際、自分なりの根拠を伴った考察を書かせるようワークシートや板
書の工夫を行っていく。課題解決に向けて、学び合いの機会を増やしな
がら既習事項を生かして児童が考えて活動できるようにしていく。 
 
 

②身近な自然の事物・現象から問題を見出す機会の設定 
児童の日常生活での体験や既習体験、それらから得られた知識や見方・

考え方には一人ひとり違いがある。単元の導入時において、それらを児
童同士で出し合い、共有化を図る時間を意識的に設定していく。 


